一 淡 島 様 

黙 阿弥の 脚本の I 松竹梅 湯島掛 額」 は 八百屋お 七 をし 

くんだ ものであるが、 其お 七の 言葉に、 内裏び なを 羨 

ス ミヨシ サマ ァハシ マサ マ クダ 

んで、 男 を 住 吉様女 を 淡 島 様と いふ 条 りが 出て くる。 

お 雛 様 を 祭る 婦人 方に も、 存外、 淡 島 様と お 雛 様との 

関係 を、 知らぬ 人が 多い こと ゝ思 ふ。 

古く は 願 人と いふ 乞食 房 主が あって、 諸国 を 廻りめ 

ぐって、 婦人た ちに 淡 島 様の 信仰 を 授け ま はった ので 

ある。 そして、 婦人た ちから は、 衣類 を 淡 島 様に 奉納 

させた のであった。 



山の 神々 の 親 神で あるい ざな ぎの みこと . いざなみの 

みことの 最初に お生みに なった のが、 此淡島 神で、 次 

が 有名な 蛭 子 神であった。 

遠い く 記. 紀の 昔から、 既に、 近世の 粟島 伝説の 芽 

が 育まれて ゐ たこと が訣 る。 一 体、 此 すくな ひこな は、 

常世の国から、 お ほくに ぬしの 命の 処へ 渡って 来た 神 

であり、 而も、 お ほくに ぬしと 共に、 医薬の 神に なつ 

てゐ るし、 粟に 引かれて 来た 粟と いふ 聯関も あり、 か 

た，^ 淡 島 神と ごつ ちゃに される 原因に 乏しくな いの 

である。 でも、 其 は 後世の 合理的な 見解に 過ぎない の 

で、 もっと 色々 な 方面から、 お 雛 様の 信仰と 結び 附ぃ 



事 記. 日本 紀に 洩れた 昔 物語であって、 極めて 素樸な 

身振り 芝居、 或は 偶人 劇の 舞踊であった らしい ものが、 

相応に 見つけられ るので ある。 万 葉巻 十三 其 他に 見え 

てゐる 劇的の 脚色 を 持った 長歌の 類に は、 其 を 演ずる 

人 或は 人形 を 予期す る ことなしに は、 独立して 存在 出 

来ぬ 様な ものが あるので ある。 何 かしら 身振りが 入ら 

なければ、 文句 だけで は 足りない ので ある。 

さう した 神事に 使 はれる 偶人が、 次第に 遊戯 化して 来 

る 道程に は、 きっと、 此 神事 演劇が 梯 渡し をして ゐる 

に 違 ひない。 

勿論、 平安朝 頃の 上流の 女た ちの 玩び 物に は 撫で 物- 



其が 誦 まれる 対象 は、 宮中の 八 神殿と いふよりも、 寧、 

キヌ ガサ 

其 折 臨時 に斿 へる 竹の 柄に つけられた 華 蓋、 其に 結び 

下げた 男女 三 対、 並びに 一 人の 従者の 人形に あったら 

しい。 つまり、 其が 祀られ たらしい ので ある。 此が宫 

中で は、 古く ひ、 なと いはれ てゐた 様で ある。 

大 宫之咩 祭りと は 十二月の 初 午の 日に 行 はれた もので、 

後世の 二月の 初 午の 稲荷 祭りの 源流 だ、 と考 へられて 

ゐる。 此 祭りの 目的に は、 悪事 災難 を 除却 するとい ふ 

意味 はあった ので あるが、 せ (ひ、 なた ちを必 しも、 M 

^¥ 其 他の 如く、 人間の 穢 れを脊 負って 往 つて くれる 

ものと も 決められない。 通常 は此を 以て、 大宫 之咩以 
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てゐ たらしい ので ある。 

、 古く 長音符の 用法 を 発明し なか 

表すのに 同音 を 重ねた もので あら 



帚 を は 、 き、 藤 を ふ 、 きな ど 言 



かった。 此ひ、 な も 其 一例で ある。 

が 約 まって、 ^^になった とい ふ 

にもない ことで、 を 長音 化し 

つた 為で なければ ならぬ。 

一 対の ものと いふ 程の 意味 を 持つ 

-れ るが、 暫く 其 危険 を 避けても、 

もの、 又は 形代の 意味の 人間の か 



おもしろい 類似 を 持って ゐ るの は、 奥州 地方から 北海 

道に かけて 行 はれて ゐる、 養蚕 • 狩 獵の 神と 考 へられ 

て 来たお しら 様と いふ、 人形 式の 御 神体の ある ことで 

ある。 

おしら 様に は 馬な どの 動物の 頭の も あるが、 大体に 於 

て、 男女 一対の ものが 多い 様で ある。 而も、 ^^ふ 

¥ は 音韻の 関係が、 頗、 密接で あるから、 万更、 没 交 

渉の ものと 思 はれぬ。 

さすれば、 ^^は 男 神 • 女神の 揃った もので、 祓 除の 

形代 以前から あった ものと 思うても よから う。 それが 

三月 三日に 祭日 を 定める ことにな つたの は、 大 宫之咩 



祭りと 同様 此偶神 を 対象と して、 この 日の 儀礼 を 行う 

た 家々 の 民間 祭祀から、 出て ゐる もので はなから うか。 

さう とすれば、 其処に、 淡 島風の 形代 信仰と 一 致 融合 

すべき 点が 出来て くる 訣 である。 尤、 淡 島 様の 配流 は、 

撫で 物の 水に 捨てられる 形が、 人格化 せられて、 事実 

の 如く 考 へられて 来た もので あらう かと 思 ふ。 

茲に、 一 つ 断って おきたい ことがある。 崇神 天皇の 巻 

に 見えた、 山城の ひら 坂の 上で、 腰 裳の 少女が 童謡 を 

歌 ふ、 あの 句の 中に 「ひめ なすびす も」 と 出て くる こ 

とで ある。 「姫の 遊びす る ことよ」 の 意で、 雛人形 を玩 

ぶ 後世の 雛祭りの 古い 形 だとい ふ 様な 考へ は、 Ms 
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